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　コラム・大阪地域自慢

大阪の北から南へ、西から東へ、ぶらりと旅をすれば必ずやその地の自慢があります。大阪に

長年住んでいながら知らなかったことや、知っていたことも更に詳しく、各支部からご紹介し

ていただき、大阪の通になりましょう。きっとその土地へ行ってみたくなるはずです。
バックナンバー vol.35 | vol.36 | vol.37 | vol.38 | 最新号 |

バックナンバー vol.28 | vol.29 | vol.30 | vol.31 | vol.32 | vol.33 | vol.34

vol.27　わが街探訪　環濠に囲まれた自治の町平野

～杭全神社の夏祭り～

ページトップ ▲

vol.26　わが街探訪　「天下の台所」大阪の食文化

～ざこばの朝市にいらっしゃい～

ページトップ ▲

vol.25　わが街探訪　特筆すべき『旭通商店街』

～発展する吹田市の商店街～

ページトップ ▲

vol.24　わが街探訪　地域に根付いた心の拠り所

～野々宮神社へ行ってきました～　

ページトップ ▲

vol.23　わが街探訪　太古の歴史が息づく街　東住吉

～地名の由来は神代の昔にさかのぼる～

vol.22　わが街探訪　大坂夏の陣、激戦の地

～木村重成の位牌を納める蓮城寺～
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vol.21　わが街探訪　戦後の焼け野原に整備された靭公園

～公園に集う人々の安息～
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大阪南東ブロック 平野支部

(株)山本建材　山本　弘司

平野区の誕生
　昭和9年に平野区が誕生しました。その時「大和川」などさまざまな区名の候補が出た

そうですが、結局、区内で一番大きな町でよく知られた「平野」となったそうです。平

野の地名は、平安時代の武将で征夷大将軍であった坂上田村麻呂の二男である広野麻呂

が、朝廷から賜った土地を、一族とともに開拓した所なので「広野」が訛って「平野」

になったと伝わっています。

杭全神社平野郷夏祭り
　やはり平野と聞いて思い浮かぶのは、だんじり祭りだと思います。平野区民ではなく

祭りにかかわっておらず車に乗る方は、国道25号線が通れないので悪いイメージがある

日かもしれません。（杭全神社氏子代表としまして謝ります。申し訳ございません）

　約300年の歴史があるこの祭りは、毎年7月11日から4日間にわたって催されます。平

野郷の9つの町のだんじりと各町持ち回りで太鼓台と神輿があります。７月11日は太鼓

台がその年の当番町に杭全神社より担ぎ出され、祭りの始まりを知らせます。太鼓台が

当番町の宿に戻るころ、平野川で神輿の足洗行事が執り行われます。

12、13日は各町のだんじりが町の中を曳行します。昼間はロープを付けて、子どもた

ちが、各町の掛け声で、だんじりを引っ張っています。日が暮れますと、町中提灯に火

が入り勇壮なだんじりに変わります。13日は、町衆の元気、健康を杭全の神様に感謝を

する、だんじりの宮入がありまして、1年の中で町全体が、最高に盛り上がる日になりま

す。

　そして、14日は神輿渡御を迎えます。杭全の神様のスサノオノミコトが、1年に一度

神殿から神輿に乗って平野郷の町に出かけまた神殿に還ります。

　平安時代から開け、戦国時代には環濠に囲まれた自治区として繁栄した町、平野郷。

環濠跡や十三口（環濠入口）の地蔵堂、格子状の町割、多様な様式の町屋など、自治都

市時代の面影を伝える豊富な資源があります。夏祭時期になると、瓦屋根、ふかい軒、

格子戸、軒先に吊るされた提灯の火の美しさが、似合う懐かしい町が平野です。また、

環濠をつくったことで、自分たちの町は、自分たちで守り、発展させるという風土があ

り、自立を育ませてくれる自慢の町です。

神道の国日本は全国津々浦々神社あり。春夏秋冬、神社の祭りでにぎわっています。こ

んな伝統を支えるのもそこに育った町の人。神輿の担ぎ手、若い人がその町を愛し、繁

栄をもたらすことでしょう。そろそろ夏祭りのお囃子が聞こえてきそうです。 （編集　

西岡）
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大阪北ブロック　阪神支部

(株)珍樹園　加藤　雅也

阪神支部は西淀川区、此花区、福島区の３区からなり、市内支部の中でも大きな面積を

占めます。今回は福島区の「食」についてご紹介します。

　まずは南部安治川沿いに位置する1931年開設の大阪市中央卸売市場本場(以下中央市

場)です。中央市場は東京の太田市場、現在話題の築地市場に次ぐ取扱高を誇ります。

約18万㎡に及ぶ広大な敷地での取扱品目は青果(野菜、果実等)、水産物(生鮮水産物や加

工品等)、加工食料品(漬物、味噌、乾物等)と多岐にわたり「天下の台所」大阪の食文化

を長く支えてきました。また隣接する野田南緑道にて3、5、9、11月の年４回、中央市

場内仲卸の阪神支部会員が中心となって食育をテーマとした『ざこばの朝市』を開催し

ています。

　一方こちらは歴史が新しいですがＪＲ福島駅、新福島駅を中心とした飲食店街エリア

です。以前はそれほどでもなかったのですが、今ではこんなに狭い路地の奥までという

ようなところに和食、フレンチ、イタリアン、小さな飲食店が軒を連ね一大飲食店街に

なっています。なかには超有名店もあって行列ができている、予約がとれないなど今で

ははるか遠方からお客さんが訪れるようになりました。こちらは梅田からひと駅、ぜひ

お越しください。

築地に次ぐ取引高とか。福島の中央市場では同友会「市場例会」を昼に開催して、懇親

会はマグロに舌鼓など、羨ましいお話があります。船交通の便が良かったところから栄

えた食文化、やはり大阪は食い倒れですね。（編集　西岡）
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大阪北ブロック　吹田支部

摂津電気工事(株)　高田　貴士

吹田の玄関口　旭通商店街
吹田市は、総人口369,898人（男177,846人・女192,052人・168,488世帯

※2016.12.31現在）が暮らす都市です。

JR吹田周辺といえば、100年以上の歴史のあるアサヒビール発祥地、アサヒビール吹田

工場が有名です。しかし吹田市民にとっては、商店街が最もにぎわっている場所として

知られています。旭通商店街・新旭町通り商店街・錦通商店街・栄通り商店街・片山商

店街などがあり、その代表的な商店街が、『旭通商店街』です。 

旭通商店街の歴史
1924年（大正13年）JR吹田駅（旧国鉄吹田駅）駅前商店街として50店舗程度で発足

以来80年が経過。翌年（大正14年）旭通商店街と命名（昭和29年）、旭通商店街協同

組合として組織化され、以来50年が経過。昭和34年、西側の建築が完成し現在の道幅と

なりました。昭和49年、旧東西アーケード完成。平成14年、現アーケード舗道改築完

成、現在に至ります。

　約600ｍの道路沿いに100以上の商店が立ち並ぶ地域最大級の商店街。大正時代から

商店が賑わうこの地は、旭日昇天の発展をめざして旭町と名付けられました。飲食料品

店（27店）、衣料品・身の回り品（11店）、飲食店（17店）、サービス業（26店）、

金融機関（6店）、その他の事業（5店）で構成されています。　　

　アーケードに駐輪スペース、車道側には駐車スペースを設け、舗道はバリアフリーに

し、近年CO2削減のため街路灯をLEDダウンライトに交換。さらに日本一の長さ

（1,000m）をほこるドライミストが設置され、太陽光パネル設置と防犯カメラ

（45台）、飲食店向けにバル開催と、とさまざまな取り組みを広げ、安心安全な商店

街・愛される商店街づくりを実践してきています。

吹田まつり
　旭通商店街の一大イベントといえば、吹田まつりです。前夜祭（江坂・南千里）・本

祭り（JR吹田）があり、本祭りでは全長600ｍの旭通商店街を各種団体・自治会がパレ

ードするという催物があります。消防音楽隊・ダンス・よさこい・武道演舞・地車（だ

んじり）などの内容で、約40団体がパレードします。

　その中でも各自治体の催物である地車（だんじり）が毎年注目を浴びています。私も

地車に参加しているのですが、恥ずかしながら最近まで読み方を知りませんでした。吹

田市指定有形民俗文化財に指定されており、天保10年（1839年）に建造されたものも

あります。

最後に
旭通商店街は、1924年発足から利用者のために時代に合わせて発展してきました。バリ

アフリー・太陽光発電・ドライミスト・LED化・吹田バル開催など。しかし、吹田まつ

り・地車などの守るべき伝統は長年守り続けてきました。時代へ適応するための新しい

取り組み、時代が変化しても守るべき伝統、この２つの融合がこの旭通商店街の発展し

続けている要因ではないかと考えています。これは、企業においても同じであり学ぶべ

きことではないかなと感じました。
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大阪南ブロック　

EASTさかい支部

結婚相談所さかいレジェンデ

代表　岡崎　直人

鎮座
南海高野線中百舌鳥駅から泉北高速鉄道に乗車、すぐに地下へ潜りしばらくすると高架

線に移ります。３分ほど直線を高速走行した電車は、減速しながら大きく左カーブとな

り私の事業所の最寄り駅「深井」に到着。右手に近代的な街には不釣り合いな森が見え

ます。この森は「常陵の森（とこはかのもり）」と言う鎮守の森であり、その森の中

に、野々宮神社が鎮座されています。 

火の宮　野々宮神社　堺市中区深井清水町3839番地

・主祭神は素戔嗚尊（すさのおのみこと）鎮火の神

・火産霊神　発火の神

・菅原道真公　文字の神

末　社　稲荷神社　稲荷大神

・春日神社　春日大明神、住吉大明神

・八幡神社　大国主命、誉田別命

・厳島神社　市杵嶋姫命、弁財天

　ここは伊勢神宮 遥拝所となっています。 

湯里は温泉が湧いていて昔は湯屋島と呼ばれていてそれが後に湯里になりました。針中

野(はりなかの)は元中野村と砂子村で、中野鍼(なかのはり)という江戸時代より開業して

いた有名な鍼灸院が、近鉄電車の前身である大阪鉄道の開通に尽力し、そのお礼として

最寄駅を針中野にし、それが地名になりました。桑津は「津」という名が表しているよ

うにもともと港があった場所で、ここに応神天皇の御代に日向の国（今の宮崎県）より

髪長媛と呼ばれる女性を迎え、当時は大鷦鷯尊(おおさざきのみこと)であった仁徳天皇が

彼女を見初めて妃に迎えたといわれています。

由来
　創建は不明ですが、現在の場所に鎮座されたのは400年前の天正年間（室町末期）と

伝えられています。転座前は、深井中町にあった香林寺（明治の廃仏毀釈で廃寺）の敷

地内にあったようで香林寺の鎮守社であったと考えられます。

　境内には、勇壮な神さま（ほぼ男神）がズラリと鎮座されていますが、この聖域はな

ぜか女性的な空気を感じます。また、参拝者も女性の方のほうが多いような…

宮司さんにお話を聞きました。
　現在の社家としては４代目にあたります。それまでの社家であった野々宮家が断絶し

たため現宮司さんの曽祖父が社家を引き継ぎ現在に至ります。野々宮さんといえば秋の

だんじり祭りが有名ですが、やはり火の宮であるので12月12日の（お祭りは、12月第

二日曜日）火祭りが大祭となります。

　だんじり祭りは、10月5日（お祭りは、10月第一土、日曜日）に開催されます。土曜

日が6台、日曜日が8台の全14台が宮入します。お祭りには、地域の方々が常にご奉仕さ

れていて地元に愛されている神社だとわかります。氏地のほとんどがだんじりを所有し

昔から壮大なお祭りなのか、と思っていたらそうではなかったようです。

　神社から東の地区（深井水池町、深井沢町、深井東町）は、その昔、田園地帯で人は

住んでいなかった、つまり神社は深井地区の東の端に位置していたのです。（今は、深

井地区の中心に位置する形になります）そして、氏地には今ほど人が住んでおらず、今

ほどたくさんの地区が無かった、というわけです。

神 道
　最後に、宮司さんからお言葉をいただきました。「心変われど、日本人が日本人であ

ってほしい」日本人が数千年前から祈りつづけてきた神さま。「私は無宗教、無信心」

と言う人でも正月には初詣に行きます。聞くところによると、日本中で初詣には８千万

人の方が参拝するそうです。無意識のうちに、どこかで神さまに手を合わせています

ね。神さまや氏神様が身近な存在となることで、いろいろな気づきを得て事業にプラス

となることもたくさんあるはず。みなさんも、氏神様で商売繁盛のご祈祷を受けられて

みてはいかがでしょうか？
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大阪南東ブロック　東住吉支部

いしのでんき

代表　石野　隆

　東住吉は名前の通り住吉さんからきています。大阪市が成立した明治22年

（1889年）には大阪市に編入されず住吉郡からのち東成郡になり、大正14年

（1925年）に住吉区として大阪市に。昭和18年（1943年）に住吉区から分区し東住吉

区が生まれ、昭和49年（1974年）に平野区が分かれて今の形になりました。住吉の東

という名前がある通り西暦200年代に活躍した神功皇后とゆかりのある住吉神社の成立

からの歴史が残り、東住吉には変わった地名が多いです。

大阪の難読地名としても有名な住道矢田(すんじや

た)は、大東市の住道(すみのどう)と同じ漢字を使い

ながら成立した歴史が違い、もともとは須牟地(すむ

ち)という地名で住むに適した地からかと思われま

す。この地に大陸からの来訪者が訪れる港となって

いた住吉大社と都のある奈良を結ぶ磯歯津道(しはつ

みち)ができて住吉へ至る道として住道と漢字を当て

て読みが訛って今の住道矢田が成立しました。

ここの中臣須牟地神社(なかとみすむちじんじゃ)や

須牟地廃寺、松原市の天美の地名の由来になってい

る東住吉区の阿麻美許曾神社(あまみこそじんじ

ゃ)などに中臣氏の先祖が祭られていて、中臣氏と縁

がある場所であるといえます。

鷹合(たかあい)という地名は仁徳天皇の御代に依羅

屯倉(よさみのみやけ)の阿弭古(あびこ)（住吉区の我

孫子の由来）が鳥を捕まえ天皇へ献上し、その鳥が

鷹であって飼育するといいと酒君(さけきみ)という

人が言うのでその酒君に鷹を飼育する鷹甘部(たかか

いべ)を設置し鷹甘(たかかい)が訛って鷹合(たかあ

い)になったといわれています。

湯里は温泉が湧いていて昔は湯屋島と呼ばれていてそれが後に湯里になりました。針中

野(はりなかの)は元中野村と砂子村で、中野鍼(なかのはり)という江戸時代より開業して

いた有名な鍼灸院が、近鉄電車の前身である大阪鉄道の開通に尽力し、そのお礼として

最寄駅を針中野にし、それが地名になりました。桑津は「津」という名が表しているよ

うにもともと港があった場所で、ここに応神天皇の御代に日向の国（今の宮崎県）より

髪長媛と呼ばれる女性を迎え、当時は大鷦鷯尊(おおさざきのみこと)であった仁徳天皇が

彼女を見初めて妃に迎えたといわれています。

杭全(くまた)は平野の杭全神社(くまたじんじゃ)が有名ですの

で平野区かと思いきや、町名としては東住吉区になります。由

緒は諸説ありますが、杭(くい)を全(まった)くたくさん打った

というところから杭全となったといわれています。こういった

歴史も古い東住吉。古くから住んでいる人も、新しく住んだ人

もわが街を愛し、盛り上げていこうといろんな活動をしていま

す。
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中河内ブロック　東大阪東支部

（有）カジタニ金属　

鍛冶谷　伸司

室町時代から戦国の世まで
　今回は、中河内若江の戦国スポット『若江木村通り』をご紹介いたします。東大阪市若

江町( 旧若江村) の歴史は古く室町時代に『若江城』が築城され戦国時代には織田信長によ

る石山本願寺攻撃の拠点となりました( 和睦後に廃城となる)。また江戸時代初期の1615

年（慶長20 年）にあった大坂夏の陣において当地を中心に大規模な戦闘が繰り広げられ

るなど、250 年にわたり、乱世の始まりと終わりをみとどけた若江、その史跡を辿りま

す。

　ではまずNHK 大河ドラマ「真田丸」でも活躍が描かれた、戦国武将「木村重成」ゆかり

の地をご案内します。重成は幼少から豊臣秀頼の小姓として仕え、信頼も厚く元服後は重

臣として重要な会議にも出席するようになった秀頼公側近の武将です。「大坂冬の陣」で

は後藤又兵衛とともに今福砦攻防戦を展開し、数に勝る徳川軍と対等に戦い全国にその名

を広めました。その後は真田丸の戦いにも参加しましたが、翌年の「大坂夏の陣」におい

ては豊臣勢主力として長宗我部盛親とともに八尾・若江の戦いに出陣し討ち死にとなりま

した。

　近鉄奈良線の若江岩田駅前より南の商店街通り( 通称木村通り) を抜けていくと重成ゆか

りの寺「蓮城寺」があります。境内の位牌堂には、美男子として知られた重成の肖像画と

位牌が祀られています。重成は戦いの前に死を覚悟し、討ち取られた際も見苦しくないよ

う、頭髪を清めて香を焚き込めていたそうです。その美しい死に様と覚悟には、家康も心

目を震わせたといわれています。

　　蓮城寺より南の川向の木村公園は、重成が

討ち死にした場所とされ現在は御墓が建てられ

ています。毎年命日となる5 月5 日には地域祭

りが開催されています。

畠山氏により築かれた若江城 

1382 年、後に室町幕府の管領となる畠山基国によって築かれた若江城は、以後、河内

国の要衝として度々兵乱の舞台となりました。1573 年、織田信長によって京を追放され

た室町幕府第15 代将軍・足利義昭が羽柴秀吉の警固を受けて当地に入城したことでも知

られています。現在の東大阪市立若江小学校の近くには写真の石碑も建立されています

が、発掘調査の結果、若江城はこの付近一帯に存在したと推定されています。

　大坂夏の陣に際して、東西両軍が当地で激し

い攻防を繰り広げた背景に、かつての若江城が

背負っていた地政学的な重要性があったことは

十分に考えられます。

　現在の若江、激戦地となった川沿いは工場が立ち並び、車の往来も激しい工業地域とな

ってすっかり様変わりしましたが、小径に入り耳を澄ませば、兵どもの雄叫びが聞こえて

きそうで戦国時代にタイムスリップしたような風景に出会えます。
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大阪中央ブロック　西支部

坂口社会保険労務士事務所

坂口　雅俊

靭 (うつぼ) 公園周辺スポット
　大阪市西区、都会のオアシス、靭公園周辺で気になるスポットを紹介したいと思いま

す。

靭公園は普段なんとなく通り道にしたり、花見の時期に立ち寄ってみたりと、整備の行

き届いた公園です。その歴史を調べてみますと、江戸時代は雑喉場（ざこば）魚市場お

よび靭塩干魚市場として繁盛し、終戦後は米軍の飛行場、その後1955 年に開園、およ

そ今の形ができあがったようです。

楠永神社】なにわ筋西側　沿い 

　靭公園の中には神社があり、理由があって今もこの場所にあるのかなと思い調べてみ

ました。江戸時代、北浜にあった海産物市場が同地に移転し、1624 年には水路が開か

れ海産物の荷揚場として栄えたようです。永代濱と称する荷揚げ船着場があり、記念碑

が建っています。

神木とされる楠はその時からあり、楠は戦後、飛行場建設の際に伐採されようとしまし

たが、けが人やブルドーザーの故障が相次ぎした。おはらいの際に神社の建物から白い

蛇が出てきたことから、それを伝え聞いた人々が多数参拝するようになったそうです。

靭公園周辺行ってみたいお店 

【 ラーメン香澄】大阪市西区京町堀2-12-13

　公園の西側端にあり「塩ラーメン」の店と

思っていましたが、煮干しラーメンでした。

　正確には塩ラーメンから煮干しラーメンへ

と変わったようです。煮干しのだしと醤油、

背油がベースで、昼のピーク時は少々並ぶこ

とがあるようです。具材のどれをとっても意

気込みを感じるラーメンで、特にチャーシュ

ーが厚め、ボリュームあり。店内清潔感あり

ますので女性もＯＫ。

【 香月堂】大阪市西区京町堀１丁目16−18

　なにわ筋沿いにある「きんつば」の店です。入りづらそ

うな感が漂っていたので躊躇していましたが、この機会に

レポートできてよかったです。「きんつば」が売りのよう

ですが、今回はきなこ餅を買ってみました。食べログの評

価に出ている数字を、そのまま表したかのような味です。

季節ごとの商品もあるようですので、歩いても3 分程度で

すし再訪したいと思います。

サンドイッチファクトリー】大阪市西区京町

堀1-13-2

　ここは、女性向けの店でしょうか。今回イ

ートインは避けて、テイクアウトを選びまし

た。サンドイッチはとても丁寧に作られてい

て、おいしいものを少しいただくというコン

セプトであると思います。サンドイッチの種

類が多く、デザート的なものからハンバーガ

ーに近いものまで揃えてあり「作り置き」は

ないので待ちます。店内は英国風な雰囲気を

醸し出し、接客が丁寧でした。

タカムラ・ワイン& コーヒーロースターズ】大阪市西区江戸堀2-2-18

　公園からは、少し離れるのですが、コーヒーがおいしいので時々行くお店です。店内

は見た目、倉庫そのものなんですが、木材の内装を施しており今風。ワインは買ったこ

とがないので、わかりませんが相当な種類があります。イートインができるように落ち

着いたソファ席、テラス席があり雰囲気でも癒されるお店です。

VOL.21

http://osaka.doyu.jp/a_about.html
http://osaka.doyu.jp/a_vision.html
http://osaka.doyu.jp/a_jichitai.html
http://osaka.doyu.jp/a_tyusyo.html
http://osaka.doyu.jp/a_jimukyoku.html
http://osaka.doyu.jp/b_sibureikai.html
http://osaka.doyu.jp/b_kanso.html
http://osaka.doyu.jp/b_kaiin_media.html
http://osaka.doyu.jp/b_keieishishin.html
http://osaka.doyu.jp/b_kyujin.html
http://osaka.doyu.jp/b_syainkyoiku.html
http://osaka.doyu.jp/b_niccyu.html
http://osaka.doyu.jp/b_tyosa_siryo_teigen.html
http://osaka.doyu.jp/b_jyohofile.html
http://osaka.doyu.jp/c_sibureikaiichiran.html
http://osaka.doyu.jp/c_gyojiannai.html
http://osaka.doyu.jp/c_block.html
http://osaka.doyu.jp/c_sosikisyokai.html
http://osaka.doyu.jp/c_news.html
http://osaka.doyu.jp/c_media.html
http://osaka.doyu.jp/c_syoseki.html
http://osaka.doyu.jp/c_anohito.html
http://osaka.doyu.jp/c_akinai.html
http://osaka.doyu.jp/c_nakiwarai.html
http://osaka.doyu.jp/c_jiman.html
http://osaka.doyu.jp/c_honbu_kouhou.html
http://osaka.doyu.jp/d_nyukainituite.html
http://osaka.doyu.jp/d_form.html
http://osaka.doyu.jp/d_qa.html
http://osaka.doyu.jp/d_siryo.html
http://osaka.doyu.jp/d_kiyaku.html
http://osaka.doyu.jp/d_sitemap.html
http://osaka.doyu.jp/d_contact.html
https://osaka.e-doyu.jp/
https://osaka.e-doyu.jp/
https://osaka.e-doyu.jp/
https://osaka.e-doyu.jp/
http://osaka.doyu.jp/d_banner.html
http://osaka.doyu.jp/a_banner.html
http://osaka.doyu.jp/d_banner.html
http://osaka.doyu.jp/privacy.html
http://www.osaka.doyu.jp/
http://osaka.doyu.jp/c_jiman.html#a01
http://osaka.doyu.jp/c_jiman.html#a02
http://osaka.doyu.jp/c_jiman.html#a03
http://osaka.doyu.jp/c_jiman.html
http://osaka.doyu.jp/c_jiman.html#a04
http://osaka.doyu.jp/c_jiman.html
http://osaka.doyu.jp/c_jiman.html
http://osaka.doyu.jp/c_jiman8.html#a01
http://osaka.doyu.jp/c_jiman08.html#a02
http://osaka.doyu.jp/c_jiman08.html
http://osaka.doyu.jp/c_jiman08.html#a04
http://osaka.doyu.jp/c_jiman08.html#a05
http://osaka.doyu.jp/c_jiman08.html#a06
http://osaka.doyu.jp/c_jiman08.html
http://osaka.doyu.jp/d_form.html
http://osaka.doyu.jp/d_siryo.html
http://osaka.doyu.jp/d_qa.html
http://osaka.doyu.jp/d_nyukainituite.html
http://osaka.doyu.jp/b_kanso.html
http://osaka.doyu.jp/b_kaiin_media.html
http://osaka.doyu.jp/c_syoseki.html
http://osaka.doyu.jp/c_media.html
http://osaka.doyu.jp/b_tyosa_siryo_teigen.html
http://osaka.doyu.jp/c_honbu_kouhou.html
http://www.osaka.doyu.jp/
http://osaka.doyu.jp/index.html
http://suitabar.com/

	osaka.doyu.jp
	コラム・大阪地域自慢 | 大阪府中小企業家同友会


	RveXUuanAvY19qaW1hbjA3Lmh0bWwA: 
	form3: 
	q: 
	btnG: 
	sitesearch: http://www.osaka.doyu.jp/




